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■と　き　8月1日（水）
■ところ　白兎海岸
■催　し　 浜ガニ掘り大会（午後1時～3時）

福部砂神太鼓演奏（午後7時30分～8時）
花火大会（午後8時～8時40分）

■参加料　イベント参加は無料
■問い合わせ先　白兎観光協会（q59―2111）

第1部「戦国乱世の池田家」、第2部「池田家一族のす
がた」で構成しています。今回は第2部を紹介します。
第2部では、江戸時代の鳥取池田家（鳥取藩）を中心
に、池田家一族の歴史的なひろがりをゆかりの品々で紹
介します。関ヶ原の戦いで重要な役割を担った池田輝政
は、三河吉田城主15万2千石から播磨姫路城主52万石に
転じました。また兄輝政とともに関ヶ原に従軍した池田
長吉も、近江国内三万石の所領から因幡国内6万石の鳥
取城主になります。その後の「御国替」で池田長吉から
池田光政、そして池田光仲が城主となるにおよんで「鳥
取池田家」が定まります。幸いにも長吉時代の鳥取城下
町の絵図（古地図）、光政時代の絵図、光仲時代の絵図
がそれぞれ伝来しており、時代とともに鳥取の城下町が
拡張・整備されていく姿がわかります。
目玉となる展示資料は、鳥取池田家の女性が使用した
女乗物（黒塗り駕籠）です。正式な名称は「唐草揚羽蝶
紋蒔絵女乗物」と言います。これは東京の江戸東京博物
館が初めて館外に貸し出すもので、とても豪華なつくり
になっています。駕籠の棹の長さは約4.5メートル、揚
羽蝶の家紋を隅々まであしらい、内部は黄金の装飾に絵
画が描かれています。「江戸」から鳥取に里帰りする名
品をぜひこの機会にご覧ください。

■ギャラリートーク・展示解説（無料）
と　き＝7月22日（日）・8月12日（日）・26日（日）
※集合場所＝やまびこ館1階ロビー（午後2時集合）
■公開講座（無料）地下1階研修室
と　き＝8月5日（日）午後2時～3時30分
テーマ＝「大名　池田家のひろがり」／主任学芸員

伊藤康晴
定　員＝40人（先着順・当日受付）

■特別展開催中の休館日＝　7月23日（月） 30日（月）
8月6日（月） 20日（月） 27日（月）
※8月13日（月）は開館します。
■問い合わせ先
やまびこ館（上町88・q23―2140）

小・中学生／夏休み期間中入館無料
小・中・高校生／土・日曜日・祝日入館無料
70歳以上の人（保険証など証明できるものが必要）
介護保険で「要支援・要介護1～5」と認定された人

入賞者には素敵な賞品を贈呈。
多数ご参加ください！
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参加者に大好評の浜ガニ掘り 参加者に大好評の浜ガニ掘り 

やまびこ館特別展


